
















はじめに 

自閉症は,人々や周囲の状況と親しい触れ合いをもてない,コミュニケーションの目的で言

語を使用できない,さらに特定の対象に固執し,その変化に強い抵抗を示し,行為が常同的

パターンをとるなど特有の行動障害によって特徴づけられる。その病因と発症機構には不

明な点が多いが,かつて主張された環境要因や両親の育児法など心因論的説明は現在は否

定され,自閉症児の側にその病態機序が求められている。すなわち,症状の特徴は中枢性認

知過程の障害と把握できるとして大脳皮質の発達的機能障害に病因を求める立場 9),行動

の発現機構である大脳辺縁系に病態があるとするいくつかの所見 2,7・10),さらに自閉症

児の睡眠リズムの未熟性や運動症状の特徴からセロトニン系,ドーパミン系,あるいはそれ

が作用する大脳基底核に障害があるとする指摘もある 7・14)。 

大脳辺縁系は外環境からの情報が生体にとってどのような価値があるかを判断し,行動を

選択したりあるいは変換するなど,行動の発現に関与する 20)。自閉症児の症状の発症機構

に,動機づけ(motivation)の系としての大脳辺縁系,およびそれが行為(motor act)へ変換

される大脳基底核への系路 19)になんらかの障害があるとの示唆は興味深い。われわれは

その観点をおし進めるため,その背景をなす大脳辺縁系から大脳基底核への神経回路と機

能を調べてきた。すなわち,大脳辺縁系からのインパルスが大脳基底核を通じてどのような

運動に変換されるか 21),大脳辺縁系の一部の機能的異常が可塑性に富む辺縁系内の回路

を通じて,どのように全体の機能異常をきたすか 23),について報告してきた。 

大脳辺縁系と大脳基底核の機能に影響を与えて行動を修飾する生体アミンのさまざまの精

神神経疾患における病態については近年急速に解明されつつある。パーキンソニズムにお

けるドーパミン系の関与についてはいうまでもないが,精神科領域でも精神分裂病の病因

の 1つにドーパミン系の異常のあることを多くの研究者が指摘している16)。また,多動や

注意障害を主症状とする微細脳障害の病態機序にもドーパミン系の異常の存在することが

示唆されている 15)。自閉症児は自閉的といわれる社会的人間関係の著しい障害を除けば,

微細脳障害としての行動的特徴と神経学的所見をもつものが多く 13),またその神経症状

にはその独特の姿勢と歩行あるいは tic などの不随意運動を呈することから基底核機能の



障害も指摘されている 7・24)。そのため自閉症の発症機序にはカテコールアミン系の機能

異常の存在することが従来から推測されてきた 14)。 

以上の観点に立って,本報告では,まず動物にドーパミン作動薬を与えたときの行動の特徴,

とくに常同行動を調べ,ついでその行動発現の機序を知る目的で,基底核ニューロン活動が

ドーパミン作動薬を与えたとき,どのように影響されるかを解析した。 


